
健康診断・健康観察に係る調査研究事業

（担当：総合教育政策局健康教育・食育課）

令和7年度補正予算額 １億円

趣旨・背景

 近年、学校を取り巻く環境が変化し、児童生徒等が抱える現代的な
健康課題が多様化・複雑化している中、児童生徒等の心身の健康の
保持増進を図りながら、学校における持続可能な保健管理の確保が
求められる。

 令和7年6月、自殺対策基本法の一部を改正する法律が公布され、
学校において、自殺の防止等の観点から、心の健康の保持のための健
康診断等の措置に努めることが規定される。現代的な健康課題として、
「心の健康」に対応していくことは不可欠になりつつある中、今後どのよう
に対応していくべきか手法を確立する必要がある。

【出典】
保健室利用状況に関する調査報告書（平成23年度、平成28年度、令和４年度）（公益財団法人日本学校保健会）

友達との人間関係に関する問題
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いじめに関する問題

養護教諭が過去１年間に把握した心身の健康に関する状況

事業内容

「心の健康」を含めた、児童生徒等が抱える現代的な健康課題に対応
するために、学校健康診断の実施方法及び実施体制など、適切かつ効率
的な保健管理の在り方について好事例や優良事例の収集・分析を通じて、
具体的な対応手法の開発を行う。

関係機関

保健福祉機関等

医療機関等

教育委員会 等

文部科学省 民間企業、大学等
委託

調査（好事例・優良事例の収集・分析等）
対応手法の開発例

学校保護者、児童生徒等

教育委員会等を中心とした
関係機関との連携や学校で
の対応・取組について、具体
的な対応方法を開発 相互連携1箇所 × 50百万円件数・単価 委託先 民間事業者、大学等

人件費、諸謝金、旅費、 通信運搬費、雑役務費 等委託対象経費

アウトプット（活動目標）
児童生徒等の複雑化・多様化する健康課題へ
対応するため実施した調査研究の件数

短期アウトカム（活動目標）
調査研究の成果を取り入れた学校数

長期アウトカム（活動目標）
心身の不調を早期に発見できる体制や

医療機関等と連携できる体制等が整備される

学校における持続可能な保健管理の在り方

に関する調査検討会（第5回）R8.3.9

参 考 資 料 1


	スライド番号 1

